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『 日本初 手術支援ロボット‘hinotori’の開発 』

と　き・訪問見学先 講師とご講演テーマ

新経営研究会
https://www.shinkeiken.com

基本スケジュール

１３：１０～１４：４０　講演
１４：４０～１５：１０　Q & A　
１５：２０～１６：５０　現場見学
１７：００～１８：００　ライトパーティー（メンバー・訪問先幹部の方々との交流の機会）

２０２４ 年度後期 「異業種・独自企業研究会」
  -  AＩ & ＩoＴ などデジタル化、GX、科学技術本流の画期的変化の時代の日本のイノベーションを考える  - 

※ ご同業の場合、ご遠慮いただく場合があります

日本電子山形 ㈱

㈱トクヤマ 

（株）トクヤマ  代表取締役 社長 横田   浩 氏
つくば研究所（茨城県・つくば市）
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鈴木一義氏
(独) 国立科学博物館
前 産業技術史資料情報センター長
ものづくり日本大賞選考委員
経済産業省「ロボット大賞」選考委員
世界文化遺産特別委員会 委員
 ※ 江戸時代以前を含め、日本の科学・技術発展史研究の第一人者。

『 トクヤマにおける研究開発活動  』
- 過去、現在そして未来 -  

『すべてを突破する
        TOPPANの印刷を超えた新事業への挑戦 』
TOPPANホールディングス(株) 代表取締役 副社長 COO 坂井 和則 氏

TOPPANホールディングス㈱

坂井  和則 氏

激変する時代環境の中、独自の道を切り開くべく挑まれた  “挑戦”  と  “Vision”、 “現場”  に触れる

白神　浩氏

横田  浩氏

見学先

※オンラインでのご参加は出来ません

見学先

見学先 本社工場 （山形県・天童市）

見学先 小石川本社 （東京都・文京区）

つくば第一研究所

味の素 ㈱
CLIENT INNOVATION CENTER（神奈川県・川崎市）

『 味の素グループのビジネスイノベーション』

味の素（株） 取締役 代表執行役 副社長 白神 浩 氏

栗原権右衛門氏

日本電子（株） 相談役（前代表取締役 会長•元代表取締役 社長） 栗原 権右衛門 氏

『 危機を脱し、JEOLを今日に導いたのは、
　　　　　　 　  創業者の精神とDNAだった 』

トクヤマは「化成品」「セメント」「電子材料」「ライフサイエンス」
「環境」を中心に事業展開する大手総合化学メーカー。100年を超え
る技術蓄積の上に、独自の研究開発の下、事業ポートフォリオ
の革新に挑戦中。つくば研究所は同社東日本地区の開発拠点。
今日、マテリアルズインフォマティクス(MI)による新材料開発
など、ＤＸ化による研究開発に注力。昨年、つくば研究所内に第二
研究所設立。次世代半導体関連材料など電子領域に加え、医療材
料や健康領域、カーボンニュートラル関連研究開発を主目的とする。

味の素Gは、1909年の創業以来100年を超えて続く志を持ち、社会
価値と経済価値を共創する経営を推進してきました。2022年、          
　“アミノサイエンス で、人・社会・地球の Well-being に貢献する
という新たな志を掲げ、創業以来、アミノ酸という地球生命維
持に必須の物質を基軸にした科学的アプローチ・アミノサイエンス
に拘り、進化を続けることで多角化してきた事業を、今一度アミノ
サイエンスという原点の下で融合し、対象を“人”に加えて“社会”
や”地球”まで広げたイノベーションを目指すことを宣言しました。

電子顕微鏡で技術力、売上高ともに世界トップ、核磁気共鳴装置
（NMR）で国内シェアほぼ独占。その他精密理科学機器の開発、
設計、製造、販売を行う、世界を代表する高開発企業。生命科学、
医療、創薬にとって基盤的立体生体構造・分子情報をもたらす
クライオ電子顕微鏡を開発生産出来るのは、世界で同社と他一社
だけ。2008年 社長就任の年、リーマンショックで経営危機に直面。
企業革新の末、2013年、史上最高益を実現した。創業者精神と
そのＤＮＡを核としてきたこと、これが今日のＪＥＯＬの全てだという。

2023年10月1日、当社は凸版印刷株式会社からTOPPANホール
ディングス株式会社に社名を変更しました。「印刷」を社名から
外し、世界中の課題を突破するという決意を英字の「TOPPAN」
に込めました。TOPPANグループは120年以上の歴史の原点であ
る「印刷術」を進化させた独自の「印刷テクノロジー」により、
VRをはじめとするDXや循環型社会を支えるSX、ヘルスケア分野
を含むフロンティアの各領域で事業を拡大しています。「印刷」
の枠を超えた新たな事業像と将来展望についてご紹介します。

JEOL製汎用各種電子顕微鏡・医用機器製造の専門工場

川崎重工業 ㈱
見学先 (株)メディカロイド（IMDA 6F） （兵庫県・神戸市）

2020年、川崎重工業とシスメックスが共同開発した「hinotori」
は、1999年、米Intuitive Surgical,Inc.によって登場した「ダビン
チ」に次ぐ、日本初の多関節、3D画像を持つ手術支援ロボット。
「人間の腕と手の動き」、「人間の目」に近い感覚で手術を可能にし、
医療現場に革命的進歩をもたらす。手術部の大きな切開を必要と
せず、患者の体に優しい手術を可能とし、手術時間も短縮される。
何よりも、日本人医師の繊細で熟達した医術がよりフィード
バック可能となるという。今回、操作体験も持たせていただく。

アミノ酸

川崎重工業（株） 常務執行役員 嶋村 英彦氏

広丘事業所 （長野県・塩尻郡）

『 エプソンとは何か？ 何のためにあるのか？
  必死に問い続けたリーマンショックからの再建 』

セイコーエプソン (株)  相談役（前取締役 会長•元代表取締役 社長）  碓井 稔 氏 

セイコーエプソン ㈱

碓井  稔 氏

「省・小・精が生み出す価値」を企業精神とし、ウオッチ、プリ
ンター、映像機器、産業用機器、マイクロデバイス等の開発、生
産、販売を手がける情報・精密機器企業。本年、会長から相談役
に退く碓井稔氏は、同社インクジェットプリンター開発の中心
だった方。2008年氏が社長就任直後、厳しい環境にリーマン
ショックが重さなり、1000億円超の赤字を計上。もがき苦しみ、
経営革新を図る中、「エプソンとは何なのか？何のために存在す
るのか？」自問自答し続けたという。改めて氏の回顧を通して、
企業の命とは、経営とは何なのか、原点に立ち返って考えたい。

見学先

（株）メディカロイド 代表取締役 社長  宗藤 康治氏
精密機械・ロボットカンパニープレジデント、自動化推進担当

3D 細胞培養技術invivoidで
　　         培養したがん組織

hinotori 国産初 手術支援ロボット

匠の技とデジタル技術融合の最先端捺染機。
広丘事業所とシルク産業の本場イタリア  コモ
地方の２カ所で開発・生産されている。

匠の技とデジタル技術融合の最先端捺染機。
広丘事業所とシルク産業の本場イタリア  コモ
地方の２カ所で開発・生産されている。

大型デジタル捺染機大型デジタル捺染機
ナッセン

捺染とは染色技法の一つ

見学先

TOPPAN 小石川本社ビルTOPPAN 小石川本社ビル

クライオ電子顕微鏡クライオ電子顕微鏡

嶋村  英彦 氏嶋村  英彦 氏

宗藤  康治 氏宗藤  康治 氏
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  ー アミノサイエンス  による事業モデル変革から社会変革への挑戦 －Ⓡ
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